
10月25日(金)

2013年10月22日

大手町・丸の内・有楽町エリアのサステイナブルなまちづくり 一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進協会
　　　　（エコッツェリア協会）

エコッツェリア協会は大手町・丸の内・有楽町エリアのサステイナブルなまちづくりの推進を目的として設置され、当協会会員による「ワーキンググループ」、丸の内朝大学
や打ち水プロジェクトなどの「コミュニティアクション」、都市の低炭素化などを研究する「市場調査／R&D(研究開発)」、新丸ビル10階にある環境戦略拠点「エコッツェ
リア」の運営の４事業領域からなるシンク＆ドゥタンクです。

2013年10月・11月のエコッツェリア トピックス

大手町・丸の内・有楽町（以下、大丸有）エリアのサステイナブルなまちづくりを行うシンク＆ドゥタンク「エコッツェリア協会」では、まちづくりや未
来の社会を考えるイベントやプロジェクトを多数実施しています。本ニュースレターでは、当月のイベントや各プロジェクトの進捗をまとめ、当協会の情報
を提供します。実り豊かな秋。当協会でも農林水産省主催事業への参加など、食に関するイベントに積極的に取り組んでいます。

だいまるゆう

▶▶▶当協会の会員企業向け研究会である「環境経営サロン」の活動内容をまとめた書籍『環境でこそ儲ける』(小林光【編著】／東洋経済新報社／2013
年3月発売）が、大丸有エリア内企業の社内研修資料として活用されています。本書では、環境技術や環境サービスを、CSRや社会貢献として使うだけでな
く、本業である事業活動とどう結びつけるのか。豊富な企業事例とともに紹介し、今後求められる環境先進企業像を描いています。

その他

http://ecozzeria.jp/

プロのシェフが千代田区の小学校に出張し、出前授業を実施
夏休みの小学生を対象に、本格的な体験をコンセプトにした教育プログラムを提供している「大手町・丸の内・有楽町エコキッズ探検隊」では、10月より
千代田区の小学校で出前授業を行います。本取り組みは、企業等と連携したプログラムを夏休みに限らず広く子どもたちに提供したいと、環境モデル都市
として環境教育に積極的に取り組む千代田区の協力を得て2012年度から行っているものです。2013年度は第1回として、10月25日（金）に、千代田区立
和泉小学校の小学6年生を対象に「味覚の授業」を行います。授業は、新丸ビル5階に店舗をかまえるフレンチダイニングレストラン「イグレック丸の内」
のシェフが務め、チョコレートをテーマ食材に味の基本（しょっぱい、すっぱい、にがい、あまい、うまみ）を教えます。
▶時間：10時35分～11時20分　会場：和泉小学校 (千代田区神田和泉町1）※今後も千代田区立小学校で出前授業を開催します。次回は12月予定です。

丸の内で開催！JAPAN FOOD FESTA 2013で調達食材を販売

大丸有つながる食プロジェクト

大丸有エリアのレストランにおける食の共同調達を2012年3月から行っている「大丸有つながる食プロジェクト」は、11月2日(土)・3日(日)に開催される
「食と農林漁業の祭典 JAPAN FOOD FESTA 2013」（主催：農林水産省）に食材販売ブースを出店します。 JAPAN FOOD FESTA 2013は、丸の内をメ
イン会場に、日本全国の食が集結するイベント。地場の食材を使った料理コンテストや食育に関するフォーラムなどが開催されます。大丸有つながる食プロ
ジェクトでは、エリア内で共同調達している食材を中心に販売し、取り組みについて紹介します。
▶時間：10時30分～18時00分　会場：丸の内仲通り　※JAPAN FOOD FESTA 2013は日比谷公園等、近隣会場でも開催されています。

エコキッズ探検隊とは……2007年開始。第8回を迎えた2013年夏の開催では、「工作」「食」「まちめぐり」「理科実験」など全7テーマ・26のワーク
ショップを開催し1209名が参加しました。大丸有エリア内外の企業や団体の協力のもと、ビジネスの中心地・丸の内ならではの最先端技術や省エネ、安心
安全なまちづくりといった本質にふれる場を提供することで、子どもたちの好奇心を満たし、持続可能な社会づくりへの興味・関心を引き出しています。

大手町・丸の内・有楽町

エコキッズ探検隊

11月2日(土)
・ 3日(日)

※以降2014年2月まで随時開催

【丸の内朝大学】東北の農業復興に取り組む「復興プロデューサーカリキュラム」の受講生がクラスの様子を伝える新聞を発行
出勤前の早朝時間を活用し平日朝に約30の講座を開く市民大学「丸の内朝大学」の「復興プロデューサーカリキュラム」クラスの受講生が10月1日に新聞
を発行しました。受講生が自主的に制作した本新聞では、丸の内で行われる授業や東北でのフィールドワーク、農家の人々と取り組む活動の様子をまとめ
ています。 今後、定期的に発行・配布し、丸の内朝大学の他のクラスの受講生や東京に住む多くの人たちに、東北農業の現状を伝えていきます。
※10月1日発行号は本リリースに添付しています。
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